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も

西
暦
一
七
八
九
年
大
革
命
醒
起
の
前
夜
に
於
て
ラ
イ
ン
地
方
に
は
、
祁
聖
維
馬
帝
國
を
榊
成
す
る
三
百
五
十
餘
の
半
数
に
垂
ん
ご
す
る

百
五
十
の
小
諸
領
散
在
し
此
中
四
十
七
は
大
諸
侯
領
に
て
三
十
は
小
諸
侯
、
七
十
五
は
帝
國
騎
士
領
に
脇
し
て
居
り
、
大
諸
侯
中
一
千
は

Ｄ

宗
教
侯
に
て
一
千
七
が
世
俗
侯
、
小
諸
侯
領
の
十
七
迄
が
宗
教
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
祁
聖
羅
馬
帝
國
建
設
の
初
期
に
大
小
一
言
八
十
四

の
諸
國
を
包
容
し
剛
來
併
合
統
一
・
の
結
果
大
い
に
数
を
減
じ
た
こ
は
云
へ
十
六
世
紀
の
「
帝
國
名
鑑
」
に
よ
る
に
選
翠
侯
七
・
大
倫
正
四
・

僧
正
四
七
・
世
俗
諸
侯
二
八
・
外
諸
侯
三
・
宗
教
領
六
四
・
尼
愉
院
領
二
一
・
騎
士
剛
領
四
・
侯
伯
領
一
三
五
・
自
由
都
市
及
び
帝
國
直

②

帷
都
市
八
五
計
三
七
九
を
算
へ
て
居
り
ア
ウ
エ
・
ル
パ
ッ
ク
は
其
學
的
好
著
「
佛
剛
西
ご
祁
聖
雑
馬
帝
國
」
に
十
八
世
紀
中
期
に
は
宗
教
諸

侯
一
三
・
備
正
領
三
九
・
世
俗
諸
侯
五
九
・
直
帷
諸
侯
七
五
乃
至
八
○
・
都
市
五
二
↓
こ
し
、
ク
ー
ル
タ
ロ
ン
は
一
七
四
○
年
刊
の
ラ
チ
ス
ポ

③

ン
史
料
に
擦
り
三
ハ
九
を
計
上
し
た
こ
附
言
す
る
。
ラ
イ
ン
河
畔
に
す
ら
百
五
十
の
凋
立
小
諸
侯
領
を
擁
し
て
諸
邦
分
立
の
結
果
は
幾
多

ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
迩
命
一
・
一
七

夛
イ
ン
の
宿
位
ｌ
近
世
フ
イ
ン
手
鞠
の
端
繍
ｌ
特
殊
燕
環
境
Ｉ
ナ
鑑
レ
ォ
面
想
這
ラ
イ
ン
小
國
制
度
ｌ
フ
ラ
ン
ス

革
命
對
來
ｌ
小
鬮
領
域
鳥
擶
ｌ
帝
國
脆
雷
悲
劇
ｌ
裏
凰
人
蕊
ｌ
帝
鬮
葬
薔
犠
驚
Ｉ
止
鬮
際
的
問
題
農
及

ｌ
犠
牲
蓋
の
個
人
的
問
題
ｌ
森
林
這
紳
秘
這
因
術
姑
息
邉
ｌ
ゲ
ル
了
一
テ
の
二
重
像

ラ
イ
ン
小
國
制
度
と
そ
の
運
命

１
１
１
Ｉ
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､

、

ラ
イ
ン
小
國
制
度
と
そ
の
迩
命
一
一
八

の
弊
害
を
誘
發
し
、
帝
國
主
椛
の
苅
弱
ご
群
小
君
主
制
擁
の
趨
勢
と
は
日
を
途
う
て
獅
逸
帝
國
の
萎
廃
沈
衰
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。
誠
に
「
群
小
君
主
割
蝶
ご
帝
國
主
椛
薄
弱
さ
は
十
三
世
紀
中
期
よ
り
十
八
世
紀
最
後
に
至
る
迄
の
ラ
イ
ン
ヲ
ン
ド
の
迩
命
を
躯
す
、

の

る
も
の
で
あ
り
宿
命
で
あ
っ
た
」
こ
さ
は
多
言
す
る
を
要
し
な
い
。

ゲ

素
よ
り
小
國
制
度
は
速
く
中
世
期
の
初
頭
に
迄
棚
源
す
る
の
で
あ
る
が
、
プ
ラ
イ
ス
が
「
祁
聖
維
馬
帝
國
史
」
に
於
て
帝
國
互
解
の
章

を
剣
む
る
に
街
ｂ
ゲ
ー
ー
プ
が
「
詩
琶
興
蛮
」
に
述
懐
し
た
る
幼
少
時
の
回
想
を
以
て
し
、
ス
テ
ゲ
マ
ン
が
「
ラ
イ
ン
無
調
史
」
に
近
世
ラ

⑤

イ
ン
の
争
覇
の
端
緒
を
シ
ル
レ
ル
の
豫
言
を
以
て
始
め
に
る
が
如
く
、
大
革
命
醒
起
當
時
に
於
け
る
ラ
イ
ン
河
畔
小
國
制
度
の
状
態
・
征

會
的
事
情
・
内
的
關
係
が
此
の
祗
會
の
不
安
定
状
態
よ
り
醗
成
せ
ら
れ
た
所
謂
る
「
侵
略
者
」
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
對
猫
逃
政
策
に
直
接
動
機

を
有
す
る
「
帝
國
代
表
者
會
議
」
及
「
帝
國
直
脇
椛
喪
失
」
問
題
、
換
言
す
れ
ば
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ン
條
約
中
に
約
言
せ
ら
れ
た
「
猫

逃
的
自
山
」
の
思
想
の
保
證
よ
り
引
緬
く
群
小
諸
國
の
政
治
的
活
動
の
結
果
が
及
ぼ
し
た
ラ
イ
ン
地
方
混
乱
の
状
態
が
、
更
に
大
革
命
の

勃
發
に
よ
り
念
遮
祗
國
を
逃
亡
し
た
亡
命
尚
族
の
政
治
的
運
動
が
、
叉
そ
の
結
果
こ
し
て
の
ラ
イ
ン
左
岸
共
和
國
運
動
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

對
猫
輿
論
硬
化
た
る
八
月
十
日
事
件
の
勃
發
、
フ
ラ
ン
ス
軍
隊
の
ラ
イ
ン
進
出
、
佛
喚
雨
國
關
係
の
緊
急
状
態
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
進
撃
に

機
會
を
與
へ
た
前
後
の
諸
事
傭
で
あ
り
、
こ
の
諸
事
情
を
發
生
せ
し
む
く
さ
背
景
的
素
因
が
ラ
イ
ン
群
小
諸
國
の
存
在
に
よ
り
著
し
く
助

成
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
に
こ
こ
は
勿
論
で
あ
つ
婿
疾
風
芭
怒
涛
這
は
ラ
イ
ン
の
河
の
波
が
岸
の
膿
を
噛
む
に
も
似
て
天
上
の
嵐
を
包
減
す

る
不
安
の
雲
行
さ
そ
の
前
馳
た
る
腿
風
ざ
が
、
ア
ル
プ
ス
に
清
洲
の
流
れ
を
發
す
る
「
傳
読
ざ
歴
史
」
さ
に
富
む
ラ
イ
ン
の
河
の
上
を
去
來

し
つ
上
何
時
か
は
悲
惨
な
る
運
命
の
歩
う
ぜ
剣
む
く
く
待
機
し
て
ゐ
に
。
風
が
戦
ざ
悲
み
の
影
を
宿
す
水
面
に
浪
起
る
。
心
な
し
の
不
安

の
風
は
尚
も
平
和
の
日
の
靜
か
、
に
重
い
水
の
心
笹
飢
し
丘
の
彼
方
の
雲
の
鐙
の
陰
欝
さ
。
や
が
て
遙
の
西
、
佛
蘭
西
の
方
よ
り
軍
皷
の
饗

I！
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ぷ

經
濟
學
着
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
學
創
立
二
十
五
年
祭
に
大
學
創
設
の
岱
時
の
事
崎
よ
り
更
に
洲
っ
て
世
紀
初
頭
へ
ご
回

顧
の
眸
を
向
け
た
時
、
大
學
の
使
命
を
披
瀝
す
る
に
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
の
「
特
殊
な
環
境
」
を
以
て
し
、
佛
の
俊
秀
な
る
學
者
ポ
ン
テ
イ
ュ

は
「
七
月
王
國
に
於
け
る
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
の
政
治
的
反
對
」
の
緒
論
の
冒
頭
に
ア
ル
サ
ス
史
琶
そ
の
意
義
を
論
じ
て
ロ
イ
ス
・
フ
ィ
ス

ー
プ
ル
・
パ
リ
ゼ
に
言
及
し
た
る
後
、
七
月
王
國
の
焦
鞁
、
地
方
史
研
究
の
態
度
の
誤
謬
、
研
究
對
象
の
限
定
よ
り
問
題
を
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル

⑥

ク
に
限
っ
て
、
此
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
が
佛
に
ご
っ
て
。
「
癌
」
で
あ
っ
た
こ
こ
を
述
べ
る
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
猫
佛
間
に
於
け
る
「
特
殊
な
る

環
境
」
こ
し
ポ
ン
テ
イ
ュ
が
「
癌
」
で
あ
る
ご
す
る
所
以
は
外
交
史
の
泰
斗
ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
。
ハ
ン
ド
が
「
外
交
史
の
諸

形
態
及
諸
問
題
」
中
に
猫
佛
の
ラ
イ
ン
雫
珊
史
に
開
し
て
第
二
命
題
に
「
佛
が
ラ
イ
ン
を
支
配
す
れ
ば
其
時
に
は
猫
は
無
力
ご
な
り
分
裂

７

す
る
に
至
る
」
ご
述
べ
た
こ
こ
を
以
て
十
分
察
知
し
得
る
。
プ
ラ
イ
ス
が
云
ふ
如
く
「
鐡
道
に
よ
る
旅
行
者
が
一
時
間
か
二
時
剛
の
間
に

８

兵
士
の
服
装
が
塗
り
、
柵
の
旗
の
色
が
塗
る
の
に
よ
っ
て
一
つ
の
小
國
か
ら
他
の
小
國
に
通
過
し
た
こ
ざ
を
樂
し
む
」
そ
の
小
國
制
度
は

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ン
條
約
の
結
果
祁
聖
雑
馬
帝
國
の
地
方
分
椛
雀
し
く
帝
國
は
八
選
學
侯
六
九
宗
教
貴
族
九
六
普
通
貴
族
六
一
都
市
の

邦
國
聯
合
ざ
な
り
諸
侯
、
都
市
が
相
互
に
叉
外
國
さ
自
由
に
同
盟
條
約
を
締
結
す
る
椎
笹
得
、
帝
國
の
存
在
が
醜
に
沮
喪
し
益
凌
分
立
的

・
ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
延
命
一
一
九

一
こ
共
に
、
聖
雲
は
い
つ
し
か
小
諸
侯
の
城
の
崖
に
琶
襲
ひ
來
り
、
戦
雲
散
っ
て
後
吹
さ
折
れ
た
梢
を
見
上
げ
て
流
然
た
る
豪
雨
を
齋
ら
し

た
天
の
悩
み
に
地
上
に
生
け
る
人
は
聖
母
マ
リ
ア
に
榊
か
け
て
斬
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
浪
漫
派
の
塵
祁
の
情
は
既
に
戦
塵
の
未
だ
起
ら
ざ
る

望

に
胎
胚
し
て
ゐ
に
。
中
世
の
永
き
想
ひ
出
の
傳
説
を
秘
め
て
今
は
只
室
し
き
古
城
は
、
な
ほ
も
残
る
白
き
花
琶
蔦
さ
に
纒
は
れ
る
崖
の
上

に
謀
え
立
つ
。
雲
よ
風
よ
、
心
あ
ら
ぱ
彼
等
の
悲
し
き
遙
か
に
流
れ
去
っ
た
古
昔
の
騎
士
の
傳
読
を
、
又
想
ひ
出
も
新
な
る
戦
蹟
の
勇
士

に
謀
え
立
つ
。
雲
ょ
風
、

の
面
影
を
偲
ば
し
め
よ
。

｜
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、

ラ
イ
ン
小
国
制
度
と
そ
の
運
命
．
一
・
二
○

氣
運
が
促
進
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
に
。
大
革
命
醒
起
に
至
る
迄
の
エ
ル
ザ
ス
・
戸
１
ト
リ
ン
ゲ
ン
地
方
に
於
け
る
領
有
の
愛
吏
を
見
る
に
宗

教
領
に
は
ウ
ァ
ル
ブ
ル
グ
が
一
六
八
七
年
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
祁
學
枝
に
讓
渡
せ
ら
れ
ム
ル
尋
〈
ツ
ハ
は
一
七
六
四
年
騎
士
領
化
さ
れ
て
世
俗

ご
な
り
、
世
俗
領
に
は
ヘ
ー
レ
ン
ス
タ
イ
ン
・
ハ
ー
ゲ
ナ
ウ
執
事
の
他
國
内
所
在
領
ス
タ
イ
ン
タ
ー
ル
支
配
地
は
ニ
ハ
九
四
年
フ
ァ
ル
ッ
・

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ッ
家
の
血
統
断
絶
に
よ
り
、
フ
レ
ッ
ケ
ン
ス
タ
イ
ン
は
一
七
二
○
年
そ
の
支
配
新
の
血
統
断
絶
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
ス
ホ
ー
フ
ェ

ン
は
一
七
六
一
年
、
ニ
ー
デ
ル
プ
ロ
ン
は
一
七
六
四
年
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
領
は
一
七
六
六
年
各
合
同
せ
ら
れ
、
叉
他
方
佛
の
統
治
椛
下

に
所
在
す
る
狐
逸
帝
國
議
員
に
は
帝
國
騎
士
閏
領
、
ウ
ニ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
所
在
ホ
ル
プ
ル
ク
伯
ラ
イ
ヘ
ン
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
支
配
領
、
フ
ァ
ル

ッ
・
ツ
ヴ
ァ
イ
プ
ル
ッ
ケ
ン
領
ハ
ナ
ウ
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
伯
領
、
今
〈
－
デ
ン
代
官
寺
ハ
イ
ン
ハ
イ
ム
領
、
オ
ー
。
ヘ
ル
プ
ロ
ン
支
配
領
、
シ
ッ

キ
ン
グ
領
、
ホ
ー
ヘ
ン
ブ
ル
グ
、
ホ
ー
ヘ
ン
プ
ル
グ
・
ド
ル
ッ
ク
ハ
イ
ム
領
シ
エ
ー
ネ
ッ
ク
ス
パ
ィ
ア
寺
領
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
領
ダ
グ
ス
プ
ル

⑨

グ
伯
領
ざ
が
脇
し
て
ゐ
た
。
革
命
前
夜
に
於
け
る
猫
逸
内
の
政
治
的
不
安
定
状
態
は
更
に
こ
の
不
安
定
状
態
に
乘
ず
る
佛
の
ラ
イ
ン
進
出

政
策
に
よ
り
獅
佛
雨
國
の
繋
争
地
帯
に
種
女
の
紛
争
を
生
ぜ
し
め
に
こ
こ
は
上
述
ア
ウ
ェ
ル
・
〈
ツ
ク
に
詳
し
い
。
ラ
イ
ン
を
超
え
て
潤
領

内
部
に
浩
交
こ
し
て
侵
入
す
る
佛
勢
力
は
ヴ
イ
ン
デ
ル
雫
〈
ン
ド
の
言
を
諮
り
れ
ぱ
「
佛
が
ラ
イ
ン
を
越
渉
す
る
時
初
め
て
ラ
イ
ン
を
支
配

し
得
る
」
の
で
あ
り
、
「
佛
が
ラ
イ
ン
を
支
配
す
る
時
其
時
こ
そ
は
猫
は
無
力
さ
な
り
分
裂
す
る
」
の
で
あ
り
、
此
の
「
佛
の
ラ
イ
ン
支

０

配
は
全
く
國
際
事
情
の
特
殊
な
る
好
都
合
の
場
合
に
於
て
の
み
蛮
行
さ
れ
る
」
の
で
あ
っ
た
。

｜
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
回
想
録
に
有
名
な
彼
の
猫
逸
観
の
一
鋤
が
述
懐
さ
れ
て
ゐ
る
。
曰
く
「
猫
逵
人
の
集
幽
化
は
緩
慢
で

あ
り
、
時
日
を
遜
延
す
る
こ
さ
雀
し
い
・
予
は
単
に
此
の
恐
る
べ
き
錯
雑
を
簡
潔
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
．
し
か
し
此
集
團
化
は
早
晩
事
物

力
の
と
燕
っ
て
逹
成
し
得
る
で
あ
ら
う
。
万
一
之
に
對
し
て
刺
戟
が
與
へ
ら
れ
る
ご
す
れ
ば
予
は
予
の
政
策
の
失
脚
の
後
這
難
も
鰍
洲
に

佃
・
‐
ｌ
Ｆ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
４
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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於
て
此
大
民
衆
の
集
團
化
ご
團
結
に
匹
迩
す
べ
き
も
の
が
あ
り
得
る
ざ
は
信
じ
得
な
い
」
己
。
吐
一
言
は
更
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
回
想
録
中
の
ラ

イ
ン
同
盟
結
成
に
開
し
て
「
予
は
ラ
イ
ン
同
盟
を
結
成
せ
し
め
て
予
が
プ
ロ
シ
ア
に
於
て
な
し
た
る
も
の
を
添
正
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。

ワ
】

何
故
な
ら
予
は
一
を
助
成
せ
ん
が
た
め
他
を
抑
制
せ
ん
こ
ざ
を
希
望
し
た
の
で
あ
る
」
な
る
語
琶
相
關
し
て
老
へ
る
ど
得
る
。
鍵
の
ヴ
ェ

ス
ト
フ
ア
ー
レ
ン
條
約
に
よ
り
信
教
自
由
・
新
教
者
の
椛
利
を
要
求
し
獅
逸
諸
侯
の
渦
立
を
宣
言
し
、
填
を
下
し
て
許
を
高
め
佛
を
エ
ル

句『Ｊ

ザ
ス
譲
渡
に
よ
り
滿
足
せ
し
め
ん
ご
し
に
幟
洲
は
長
く
國
勢
均
恒
ご
一
般
平
和
の
確
保
Ｅ
を
信
じ
て
ゐ
靖
け
れ
ざ
も
事
蛮
は
不
幸
に
し

て
理
想
Ｅ
は
鯏
鯆
し
て
反
っ
て
猫
逸
を
し
て
欧
洲
平
和
を
困
惑
せ
し
め
る
原
動
力
Ｅ
な
ら
し
め
た
。
維
納
ご
伯
林
ど
の
洲
に
介
在
す
る
勢

力
紛
議
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
凋
逸
の
簡
潔
化
も
す
べ
て
小
國
制
度
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
帝
國
の
椛
威
は
一
つ
の
影
津
な

っ
た
。
渦
逸
に
於
け
る
ラ
イ
ヒ
の
力
は
地
に
墜
ち
、
十
八
世
紀
に
於
て
は
猫
逸
よ
り
得
べ
き
全
收
入
は
二
一
八
四
八
グ
ル
デ
ン
ざ
な
っ
て

ゐ
に
。
そ
し
て
猫
逸
帝
國
は
全
く
分
裂
し
た
。
猫
逸
の
整
頓
は
そ
の
統
一
Ｅ
等
し
く
失
敗
し
た
。
現
今
の
猫
逸
の
整
頓
’
一
つ
の
帝
國

を
引
裂
い
て
し
ま
っ
た
最
も
不
幸
な
整
頓
１
１
を
完
成
せ
し
め
た
も
の
は
掠
奪
・
戦
争
・
交
換
・
結
婚
・
相
綾
・
皇
帝
及
び
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
釆
邑
授
與
で
あ
り
、
こ
の
際
諸
侯
の
支
配
欲
的
政
策
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
イ
ス
・
パ
ル
ト
諸
國
・
エ
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
が
猫

逸
の
思
帷
か
ら
猫
逸
の
意
思
か
ら
失
は
れ
て
し
ま
っ
た
。
諸
侯
は
帝
國
内
に
、
己
れ
の
主
椛
獅
立
へ
の
努
力
に
反
對
す
る
敵
を
見
出
し
た
。

彼
等
は
常
に
、
自
分
の
利
益
に
適
す
れ
ば
帝
國
内
の
敵
Ｅ
協
同
し
た
。
『
皇
帝
に
反
對
す
る
獅
逸
議
員
の
自
由
の
た
め
』
に
な
る
岡
の
蕊

を
あ
げ
て
、
ル
イ
十
四
世
は
そ
の
掠
奪
戦
争
を
獅
逸
諸
侯
の
按
助
に
よ
っ
て
遂
行
し
婿
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
『
猫
逃
人
の
眞
の
善
』
の
た
め

に
ラ
イ
ン
同
盟
を
建
設
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
使
者
は
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
平
和
會
議
で
今
〈
イ
ェ
ル
ン
を
『
猫
逸
に
於
け
る
佛
剛
西
さ

の
壌
古
の
最
も
忠
賀
な
る
同
盟
者
』
ざ
し
て
黄
讃
し
、
《
〈
イ
エ
ル
ン
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
六
祉
は
そ
の
戴
冠
式
に
於
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
使

う
イ
ン
小
図
制
凌
と
そ
の
運
命

一
一
一
一
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、

凸
Ｉ

、

ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
迩
命
三
三

４

者
に
向
っ
て
『
私
は
佛
蘭
西
で
教
育
さ
れ
た
。
貴
下
は
私
を
佛
蘭
四
人
こ
し
て
取
扱
は
れ
た
い
』
ざ
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」

マ
ッ
ク
ス
・
レ
ン
ッ
の
「
佛
剛
西
革
命
街
時
の
一
渦
逸
小
國
」
の
動
容
を
記
述
し
た
論
文
は
今
〈
１
デ
ン
歴
史
協
會
が
一
八
八
三
年
四
月

の
會
合
以
来
の
問
題
ざ
し
て
提
起
し
、
エ
ル
ト
マ
ン
ス
デ
ル
フ
ァ
が
オ
プ
ゼ
ル
の
協
力
に
よ
り
出
版
し
た
「
寺
〈
１
デ
ン
大
公
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
政
治
通
信
」
に
主
蝶
す
る
も
の
で
古
き
家
柄
の
逢
彊
伯
が
小
規
模
で
聯
絡
な
き
分
裂
状
態
営
時
の
領
地
よ
り
大
公
國
さ
な
り
西
部
逢
狂

國
に
發
展
し
地
域
的
に
は
約
七
十
平
哩
よ
り
二
百
五
十
平
方
哩
に
膨
脹
し
た
る
背
後
的
動
因
を
な
す
・
べ
き
大
革
命
に
際
會
し
て
の
パ
ー
デ

ン
公
國
の
．
「
苦
痛
多
き
」
從
っ
て
最
も
大
き
な
鍵
化
の
一
時
期
を
描
藏
し
て
ゐ
る
。
こ
の
最
も
大
き
な
愛
化
の
一
時
期
さ
は
何
で
あ
ら
う

か
。
そ
れ
は
大
革
命
ご
そ
れ
に
引
綾
く
佛
軍
の
猫
領
内
進
軍
で
あ
っ
た
・
人
は
試
み
に
プ
ッ
ッ
ゲ
ル
の
歴
史
地
剛
更
に
詳
し
く
は
ド
画
イ
ゼ

ン
の
歴
史
地
側
を
繰
り
披
い
て
見
る
が
よ
い
。
そ
し
て
諸
邦
國
の
鍵
遷
の
脚
を
脳
裡
に
描
い
て
見
る
が
よ
い
。
經
濟
學
史
家
バ
ー
ニ
イ
が

５

「
十
八
世
紀
の
猫
逃
は
大
略
エ
ル
ベ
河
に
よ
っ
て
分
離
す
る
二
つ
の
土
地
か
ら
な
っ
て
ゐ
た
」
そ
の
エ
ル
ベ
の
西
、
ラ
イ
ン
の
束
や
そ
こ

①１

に
は
無
数
の
錯
綜
す
る
聖
俗
の
諸
邦
國
が
色
彩
も
斑
然
琶
境
界
も
混
飢
し
て
蝿
集
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
土
地
に
古
く
か
ら
及
ぼ
し
た

「
偉
大
な
る
世
紀
」
の
面
影
又
そ
の
佛
へ
の
離
合
背
反
、
人
は
そ
れ
を
併
せ
老
へ
る
さ
き
ラ
イ
ン
小
國
の
悲
惨
な
陰
欝
な
運
命
に
想
到
す

る
こ
さ
は
容
易
で
あ
ら
う
。
佛
蘭
西
に
左
極
し
て
そ
の
恩
恵
を
蒙
ら
ん
さ
す
る
も
の
、
そ
の
父
祗
の
地
に
根
ざ
し
て
「
猫
逸
」
を
保
持
せ

ん
ご
す
る
も
の
、
叉
更
に
塊
に
組
し
て
杵
に
た
よ
ら
・
ん
さ
す
る
も
の
、
そ
れ
は
政
治
に
思
想
に
文
化
に
言
語
に
總
て
の
鮎
に
「
混
沌
」
「
錯

雑
」
の
語
に
識
さ
て
ゐ
た
。
嘗
て
古
き
歴
史
時
代
に
ケ
ル
ト
人
ロ
ー
マ
人
ゲ
ル
マ
ル
ア
人
達
が
互
に
争
っ
た
ラ
イ
ン
の
地
に
今
や
三
つ
の

政
治
的
勢
力
こ
し
て
佛
塊
稗
の
勢
力
が
錆
雑
し
た
。
ジ
ァ
コ
尋
〈
ン
蕪
の
桐
喝
政
策
ご
こ
れ
に
對
す
る
猫
逸
人
の
反
駁
、
戦
禰
鱗
健
從
っ
て
の

小
國
の
財
政
的
疲
弊
亡
政
治
的
駈
引
・
誤
算
・
的
外
れ
、
す
べ
て
は
益
交
混
乱
し
て
來
靖
フ
ラ
ン
ス
か
ら
來
る
エ
ミ
グ
レ
逹
の
煽
動
、

１
１
１
１

i



、

解
放
に
狂
ふ
ユ
ダ
ヤ
人
の
晤
獄
の
行
爲
、
憎
時
の
所
謂
る
自
由
主
義
者
逹
の
革
命
熱
的
輿
論
、
共
和
國
建
設
運
動
等
、
更
に
カ
ト
リ
ヲ
ク
や

ユ
グ
ノ
オ
、
エ
ズ
イ
タ
、
猶
太
等
の
諸
宗
教
も
多
少
な
ら
ず
關
與
し
て
來
る
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
一
八
一
○
年
「
此
の
國
（
猫
逸
）
の
混

飢
は
か
く
も
異
っ
た
宗
教
や
、
政
府
や
、
氣
候
や
、
人
民
を
脚
じ
一
つ
の
見
地
で
結
付
け
る
こ
ざ
は
出
来
な
い
位
で
あ
る
。
・
・
…
・
猫
逸
は

貴
族
的
な
聯
鐙
で
あ
り
、
こ
の
帝
國
は
光
や
與
諭
の
如
く
一
つ
の
中
心
を
持
つ
て
ゐ
な
い
。
こ
の
帝
國
は
一
國
民
を
形
成
し
て
ゐ
な
い
。

７

そ
れ
は
束
に
結
び
が
な
い
の
で
あ
る
」
ざ
そ
の
有
名
な
澗
逸
論
に
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
混
飢
の
彼
方
か
ら
佛
蘭
西
軍
隊
の
進
軍
の
軍
鼓
の

８

響
、
馬
蹄
の
香
が
聞
え
て
來
に
。
そ
の
日
こ
そ
猫
逃
人
に
ご
っ
て
は
「
恐
怖
の
日
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
錯
雑
を
救
ふ
一
途
は
領
域
境
界
の
明
確
化
と
、
小
諸
國
領
域
は
大
國
へ
の
合
併
・
誕
渡
・
統
一
で
あ
っ
た
。
武
力
に
よ
る
併
合
も

あ
れ
ば
、
金
銭
に
よ
る
買
收
も
あ
り
、
叉
自
發
的
合
川
も
あ
っ
た
。
例
へ
ぱ
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領
土
の
輔
大
に
つ
い
て
は

９

「
釆
邑
譲
渡
、
交
換
、
買
收
、
相
綾
占
取
、
略
取
」
産
畢
げ
て
ゐ
る
。
リ
ュ
ネ
ブ
ル
グ
和
約
に
よ
る
損
失
領
土
補
填
の
た
め
の
一
八
○
三

年
の
「
帝
國
代
表
者
會
議
」
の
結
果
の
「
世
俗
化
」
は
こ
の
「
清
掃
」
の
鋪
一
歩
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ン
同
盟
に
よ
る
「
直
脇
椛
喪
失
問
題
」

は
そ
の
鋪
二
の
歩
み
で
あ
っ
た
。
更
に
そ
の
後
維
納
會
議
に
よ
る
館
三
歩
も
行
は
れ
に
。
こ
の
「
世
俗
領
化
」
に
せ
よ
、
「
直
脇
椛
喪
失

者
」
た
る
「
附
脈
諸
侯
」
に
せ
よ
、
そ
の
問
題
は
無
後
の
合
併
諸
國
家
内
に
於
け
る
財
政
上
の
問
題
Ｅ
な
り
、
待
遇
上
の
問
題
Ｅ
な
っ
た

に
せ
よ
、
ホ
フ
の
云
ふ
如
く
「
領
土
整
理
に
も
國
民
的
統
一
に
も
、
一
八
○
三
年
の
世
俗
領
化
Ｅ
一
八
○
五
・
六
年
の
附
朋
諸
侯
化
は
一

／

六
四
八
年
か
ら
一
八
七
一
年
に
至
る
進
歩
の
亜
要
な
歩
み
の
二
つ
で
あ
つ
堤
前
者
が
法
律
に
．
迩
守
し
た
帝
國
決
議
に
よ
り
遂
行
せ
ら
れ

ラ
イ
ヒ
自
篭
を
未
だ
存
綾
せ
し
め
て
ゐ
た
が
後
新
は
残
酷
な
る
暴
力
の
行
露
で
あ
り
、
後
世
の
人
は
勿
論
時
人
を
し
て
も
未
曾
有
ご
さ
れ
、

２０

ラ
イ
ヒ
の
存
絞
を
放
棄
せ
し
め
る
に
到
っ
た
」
琶
云
ふ
そ
の
惨
事
ご
な
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
迩
命
ゞ
三
三
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１

ご
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
凋
逸
帝
國
に
對
し
て
引
受
け
た
る
諸
砿
の
義
務
よ
り
解
除
せ
ら
れ
に
る
も
の
さ
し
、
又
こ
の
義
務
の
た
め
今
日
迄

引
受
け
て
ゐ
た
帝
冠
ご
帝
國
政
府
を
ぱ
こ
Ｌ
に
見
る
如
く
辞
任
す
る
も
の
で
あ
る
」
ご
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
○
六
年
八
月
十
九
日
の

シ
ュ
ベ
ナ
ー
紙
は
八
月
九
日
付
ヴ
ィ
ン
發
通
信
を
禍
戦
し
た
。
曰
く
、
「
皇
帝
陛
下
は
南
部
帝
國
議
員
が
ラ
イ
ン
同
盟
の
中
介
に
よ
り
凋
逃
帝

國
よ
り
分
離
し
た
る
故
、
凋
逸
帝
國
の
首
長
の
地
位
を
自
發
的
に
退
位
せ
ら
れ
や
凋
逸
帝
國
に
對
す
る
こ
れ
皇
で
の
總
て
の
義
務
よ
り
尭

く ４２

ぜ
ら
れ
た
る
も
の
ご
宣
告
せ
ら
れ
に
」
ざ
記
し
、
八
月
二
十
三
日
に
は
雑
報
さ
し
て
「
ラ
イ
ン
同
盟
に
よ
り
八
百
萬
の
猫
逃
人
が
フ
ラ
ン

路

ス
の
保
護
下
に
加
ば
つ
に
。
今
日
解
散
せ
る
祁
聖
羅
馬
帝
國
は
そ
の
發
生
に
迄
測
れ
ば
、
千
六
年
冊
存
綾
し
た
」
さ
記
し
て
あ
っ
た
。
更

ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
迩
命
一
二
四

一
八
○
六
年
八
月
一
日
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
命
を
受
け
て
ラ
チ
ス
ポ
ン
帝
國
議
會
に
於
て
ラ
イ
ン
同
盟
の
成
立
を
發
表
し
に
。
〈
シ
ェ
は

「
世
紀
か
ら
世
紀
へ
ご
増
加
し
て
行
く
次
友
の
愛
遜
は
猫
逃
憲
法
を
そ
れ
自
慨
の
影
た
る
に
過
ぎ
ざ
ら
し
め
」
た
る
故
に
、
皇
帝
は
「
猫

、
畠

逸
憲
法
の
迩
存
を
認
め
る
を
得
な
い
」
ご
宣
言
し
岡
日
レ
ゲ
ン
ス
プ
ル
グ
に
草
せ
ら
れ
た
ラ
イ
ン
同
盟
参
加
諸
國
の
猫
逸
告
別
の
僻
に
は

「
こ
れ
土
壱
猫
逸
を
殆
ざ
間
断
な
く
不
安
な
ら
し
め
に
三
度
の
戦
ひ
ご
こ
れ
に
基
づ
く
政
治
的
鍵
化
琶
は
、
こ
れ
ま
で
渦
逸
の
國
家
艫
の

種
兵
の
肢
慨
を
互
ひ
に
結
び
付
く
・
曾
硬
口
の
目
的
の
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
或
は
寧
ろ
そ
れ
は
事
黄
上
、
既
に
解
散
せ
る
も
の
で

“

あ
る
琶
云
ふ
悲
し
き
事
黄
を
明
瞭
に
し
た
」
琶
述
、
へ
、
八
月
六
日
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ッ
ニ
世
の
退
位
の
僻
に
「
我
等
皇
帝
の
職
黄
を
こ
れ
以

上
遂
行
す
る
こ
ざ
が
全
く
不
可
能
さ
い
ふ
完
全
な
る
確
信
に
於
て
我
等
は
我
等
の
原
則
ご
地
位
ざ
に
寅
務
を
負
ひ
、
獅
逸
帝
國
の
選
帝
侯
、

帝
國
議
員
に
よ
り
我
等
に
表
示
せ
ら
れ
た
信
頼
に
應
じ
、
引
受
け
た
る
諸
種
の
義
務
を
完
遂
し
得
る
時
、
我
等
の
眼
に
か
も
く
満
さ
慨
値

を
持
ち
得
た
帝
冠
を
放
棄
せ
ん
ご
す
る
。
我
等
は
從
っ
て
現
在
の
事
蛮
に
從
っ
て
我
等
を
今
日
迄
猫
逸
帝
國
の
國
家
燈
に
結
び
付
け
て
ゐ

た
結
合
を
解
散
せ
る
も
の
ど
し
、
我
等
は
帝
國
首
長
ざ
し
て
の
職
務
ご
地
位
直
は
ラ
イ
ン
の
同
盟
議
員
の
結
合
に
よ
っ
て
解
消
せ
る
も
の

Ｈ
Ⅲ
川
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夕

に
帝
爵
壊
に
對
し
て
南
部
驚
人
竺
破
驚
１
そ
驚
口
虚
套
の
驚
這
事
件
の
鷺
で
ぁ
泉
ｌ
誰
電
も
驚
き
紫
名
。

我
等
は
我
等
の
父
祀
に
、
か
く
も
長
き
宿
ご
庇
護
ご
を
與
へ
た
ゴ
テ
ボ
ク
の
殿
堂
の
嬢
疾
が
如
何
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
我
等
の

恥
づ
べ
さ
地
方
分
立
主
義
が
全
祀
國
の
感
情
を
未
だ
十
分
に
消
滅
し
議
し
得
な
い
所
の
猫
逸
人
は
愛
國
の
感
激
の
男
泣
き
の
涙
を
以
て
砕

片
に
停
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ｌ
こ
愚
息
下
に
は
ぁ
農
多
く
：
蛍
箇
醤
名
馨
迩
め
ら
蝿
曹
篭
鼎
鬮
趣
の
す

べ
て
の
表
徴
が
埋
葬
さ
れ
て
ゐ
る
。
原
始
時
代
に
棚
っ
て
古
き
ゲ
ル
マ
ン
の
帝
國
の
崩
壊
が
、
す
べ
て
の
良
き
渦
逸
人
の
心
に
如
何
に
深

酌

さ
驚
き
を
蓮
さ
う
さ
も
そ
脇
の
瘡
み
ば
匪
城
の
上
を
支
配
す
る
外
國
の
執
政
官
の
澗
裁
を
一
瞥
す
る
以
上
の
苦
し
み
を
出
な
い
」
ご
記
し

悲
し
む
べ
き
事
蛮
の
裏
に
は
激
鍵
す
る
時
局
に
乘
す
る
人
糞
も
あ
つ
婿
一
八
○
三
年
の
一
般
世
俗
領
化
に
も
そ
の
犠
牲
ご
な
ら
ず
、

寧
ろ
減
極
的
に
佛
に
迎
合
し
て
ラ
イ
ン
同
盟
建
設
に
参
劃
し
た
グ
ル
ペ
ル
ヒ
侯
は
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
「
尊
敬
す
べ
き
獅
逸
國
民
は
政
治

訂く

的
宗
教
的
無
政
府
の
貧
困
の
中
に
坐
し
て
ゐ
る
。
願
は
く
は
閣
下
は
そ
の
國
法
を
再
建
せ
ら
れ
ん
こ
こ
を
」
ご
望
ん
で
ゐ
増
そ
の
意
固

は
獅
逸
の
國
民
教
會
建
設
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ラ
イ
ン
同
盟
に
奔
つ
た
が
故
に
後
世
の
歴
史
家
達
か
ら
酷
評
を
蒙
る
の
餘
儀
な
き
に
到
っ

て
ゐ
る
．
シ
ル
レ
ル
が
彼
を
評
し
た
語
に
「
彼
は
私
に
は
何
か
不
凌
定
な
も
の
動
揺
す
る
も
の
を
持
っ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
そ
の
に

８

め
彼
は
一
つ
の
材
料
を
根
本
的
に
汲
み
識
す
こ
ざ
は
出
來
な
い
様
だ
」
ご
語
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
彼
が
始
遥
幾
面
の
活
動
者
ざ
し
て
仮
面

を
被
っ
て
ゐ
に
こ
こ
に
も
よ
る
ざ
考
へ
ら
れ
る
。
事
理
フ
イ
ン
同
盟
も
そ
の
署
名
に
至
っ
て
始
め
て
仮
面
が
現
は
れ
た
の
で
あ
っ
増
し

９唖

か
も
そ
れ
は
タ
レ
ー
ラ
ン
、
の
奇
襲
的
暴
露
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
さ
等
し
く
う
イ
ン
同
盟
に
参
制
し
た
の
は
ナ
ッ
ソ
ウ
の
ガ
ー
ゲ
ル

ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
消
息
に
就
い
て
は
彼
自
身
の
後
年
の
憂
誰
ｕ
た
る
「
政
治
に
對
す
る
我
が
寄
與
」
に
詳
し
く
叉
ド
リ
オ
ウ
等
の
史

ラ
イ
．
ン
小
國
制
度
と
そ
の
迩
命
旨
一
五

て
ゐ
だ
。
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ラ
イ
ン
川
盟
の
功
罪
は
相
半
ば
す
る
。
グ
ラ
ン
ト
は
ラ
イ
ン
同
蝿
の
一
般
的
目
的
が
獅
逸
を
三
分
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
北
方
を
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
が
東
北
を
、
而
し
て
西
方
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
保
謹
の
下
に
雨
者
よ
り
獅
立
せ
る
新
し
い
ド
イ
ツ
國
を
創
る
」
こ
こ
に
あ
り
、
こ

３

、
ノ

上
に
。
①
両
日
四
目
目
爵
旦
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
し
か
し
成
功
し
て
ゐ
な
い
ご
述
べ
、
フ
イ
シ
ャ
は
「
ド
イ
ツ
に
於
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
政

府
は
ド
イ
ツ
民
族
史
中
の
富
獄
農
な
し
か
し
の
凹
冒
幽
昌
な
一
挿
話
で
あ
る
。
多
く
の
無
川
な
骨
昌
日
切
が
清
掃
さ
れ
た
。
多
く
の
援
助

的
な
思
想
が
撒
き
散
ら
さ
れ
刺
戟
Ｅ
反
動
の
胴
つ
の
方
法
で
、
長
い
Ⅲ
睡
眠
し
自
己
漁
疋
し
て
ゐ
に
８
日
目
ロ
昌
言
①
”
に
伽
①
昌
８
画
匡
①
な

３２

改
革
を
企
て
る
こ
ざ
を
促
進
せ
し
め
た
」
Ｅ
語
り
、
ヨ
レ
ス
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
狐
逃
に
於
け
る
功
罪
を
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
・
「
ナ
ポ
レ

オ
ン
は
猫
逸
國
民
形
成
に
二
つ
の
方
法
で
影
響
し
た
。
一
つ
は
妓
初
の
國
雌
画
家
建
設
者
ざ
し
て
蛍
あ
り
、
他
は
人
間
こ
し
て
敵
ざ
し
て

図
あ
っ
た
。
…
…
こ
の
影
響
の
第
一
の
極
麺
は
間
接
的
に
ド
イ
ツ
糀
祁
界
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
國
家
に
印
象
さ
れ
た
や
う
な
國
民
の
理
念
を

引
繼
ぐ
こ
さ
に
よ
り
行
は
れ
、
直
接
的
に
は
憲
法
の
愛
更
フ
ラ
ン
ス
法
規
の
輸
入
に
よ
り
領
土
の
愛
吏
、
世
俗
化
附
廠
化
に
よ
り
、
古
い
邦

國
の
弧
大
、
新
し
い
王
國
の
建
設
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
。
こ
の
組
織
的
一
國
比
國
家
的
な
も
の
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
共
人
か
ら
出
て
ゐ
る

記

が
、
時
に
は
全
く
異
っ
た
反
對
の
方
法
で
ド
イ
ツ
國
民
意
識
に
影
響
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
個
人
的
作
用
が
對
立
し
て
ゐ
た
」
ご
評
し
て
ゐ

る
。
猫
逸
統
一
の
理
想
者
か
ら
す
れ
ば
一
方
に
は
喜
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
他
方
に
は
佛
軍
の
保
謹
な
る
汚
名
が
存
在
し
た
。
千
年
の
老
齢
に

風
雪
を
耐
ん
で
来
た
巨
大
な
殿
堂
は
倒
壊
に
瀕
す
る
ざ
は
云
へ
概
念
の
上
で
は
抹
消
す
る
こ
さ
は
出
来
な
か
っ
た
。
呪
ん
や
永
く
帝
國
直

鴎
の
地
位
ご
名
審
ざ
を
保
持
し
て
ゐ
に
帝
國
議
員
騎
士
都
市
は
帝
國
を
葬
送
す
る
こ
＆
に
は
無
限
の
涙
が
湧
陀
ざ
し
て
ゐ
増
過
去
の
武

勤
ご
榮
器
ご
は
決
し
て
佛
軍
に
よ
っ
て
保
證
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
度
は
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
「
太
っ
腹
な
新
し
い
雇
從
主
」

０３く

家
の
記
す
ざ
こ
ろ
で
あ
る
。

ラ
イ
ン
小
凹
制
度
と
そ
の
迩
命
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こ
し
て
考
へ
て
彼
等
の
希
望
を
つ
な
い
で
ゐ
に
帝
國
騎
士
も
今
や
「
死
の
宣
告
」
を
下
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
罪
せ
ら
れ
る
所
は
「
皇

４Ｇ

帝
に
對
す
る
忠
寅
」
の
故
で
あ
っ
増
コ
ー
ラ
ー
は
「
猫
逃
帝
國
の
崩
壊
も
戦
争
の
暴
行
も
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
會
議
の
直
脇
帝
國
議
員
の
附

席
化
を
命
じ
た
要
因
で
は
な
か
っ
た
。
呪
ん
や
聯
邦
諸
侯
に
對
す
る
皇
帝
樅
亡
退
位
せ
る
皇
帝
の
代
ｂ
に
そ
の
椛
利
の
行
使
が
隷
醗
化
の

弱

根
鑛
を
な
し
て
ゐ
な
い
。
ラ
イ
ン
刷
蝿
を
創
造
し
た
國
際
法
が
隷
脇
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
」
こ
し
て
ゐ
る
が
、
兎
に
角
ラ
イ
ン
岡
盟
成

立
に
よ
っ
て
七
十
以
上
の
諸
侯
の
附
州
化
が
行
は
れ
に
。
彼
等
の
被
っ
た
犠
牲
ざ
は
次
の
意
味
で
あ
る
。
侯
伯
及
騎
士
に
し
て
佛
に
隷
脇

す
る
陪
臣
が
猫
逸
首
長
下
に
融
解
さ
せ
ら
れ
た
事
で
あ
り
、
此
の
咄
フ
ィ
ン
同
盟
鋪
一
千
五
催
は
「
同
盟
せ
る
諸
王
諸
侯
の
各
交
は
そ
の

所
領
内
に
淡
收
せ
ら
れ
た
る
土
地
を
全
肯
椛
に
於
て
保
有
す
る
」
ご
規
定
し
て
ゐ
靖
從
っ
て
彼
等
の
運
命
は
全
種
類
の
名
器
樅
が
充
分

な
り
ざ
さ
れ
な
い
時
は
地
方
黄
族
琶
並
列
さ
れ
る
こ
さ
も
あ
っ
た
。
一
八
○
六
年
十
二
月
川
一
日
の
今
ハ
ヴ
ァ
リ
ア
の
宣
言
、
一
八
○
七
年

三
月
十
八
日
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
尋
へ
ル
ク
の
組
織
勅
命
、
七
月
廿
二
日
の
今
〈
－
デ
ン
の
規
定
、
十
二
月
一
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
の
宣
言
等
は
そ
の
保

談
、
自
治
、
裁
判
及
弊
察
事
項
の
執
行
椛
能
、
軍
務
よ
り
の
及
種
糞
の
租
税
よ
り
の
尭
除
等
の
特
樅
を
附
與
し
て
ゐ
婿
こ
れ
ら
の
新
奮

鏥

雨
樅
の
對
比
は
ヘ
フ
タ
ー
が
股
も
簡
便
で
あ
り
、
ザ
イ
デ
ル
、
ヴ
ェ
ー
今
ハ
ー
等
に
禍
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
「
彼
等
は
昂
番
せ
る
反
抗

〆

心
を
以
て
彼
等
の
地
方
諸
侯
の
宮
廷
を
去
り
、
皇
帝
図
に
は
只
そ
の
子
弟
を
職
務
に
就
か
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
不
平
は
彼
等
の
下
に
そ

の
後
数
年
Ⅲ
殊
に
一
八
○
九
年
以
後
そ
の
椛
限
で
あ
る
黄
族
椛
が
大
部
分
撤
回
さ
れ
た
時
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
ラ
イ
ン
同
盟
國

一

の
官
僚
政
治
は
平
等
主
義
ご
す
べ
て
の
歴
史
的
な
も
の
に
對
す
る
嫌
悪
を
以
て
遥
か
に
苛
酷
な
規
定
を
以
て
し
に
。
外
國
滞
在
の
禁
止
、

狩
猟
及
弊
察
椛
の
停
止
、
面
倒
な
後
澤
な
黄
族
の
復
醤
が
日
常
の
命
令
で
あ
っ
た
．
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウ
原
の
騎
士
に
は
か
く
て
帝
國
騎
士
圏

徽
章
の
化
學
的
分
析
の
内
価
を
三
十
六
フ
ロ
リ
ン
三
十
ク
ロ
イ
ッ
を
以
て
十
四
日
以
内
に
。
〈
－
デ
ン
國
庫
に
納
入
す
べ
き
こ
さ
が
命
ぜ
ら

●
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1

吟

タ

ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
迦
命
一
二
八

３７

れ
て
ゐ
に
」
そ
し
て
シ
ュ
ナ
今
ヘ
ル
に
振
れ
ば
、
ラ
イ
ン
同
蝿
國
の
主
椛
が
「
古
き
猫
逸
史
の
岐
後
の
結
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
椛
が
將
來

も
誰
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
は
新
し
い
猫
逃
國
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
先
づ
こ
の
主
椛
は
獅
逸
諸
侯
に
さ
り
価
仙
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
何
故
な
ら
佛
剛
西
が
現
蛮
に
於
て
君
主
で
あ
っ
た
か
ら
。
即
ち
佛
蘭
西
は
諾
候
の
援
助
に
よ
り
．
〈
プ
ス
プ
ル
グ
を
ラ
イ
ン
か
ら
そ
し

３８

て
ラ
イ
ヒ
か
ら
退
出
せ
し
め
て
そ
の
最
も
古
い
大
陸
目
的
を
逵
し
た
の
で
あ
っ
た
」
芭
考
へ
ら
眠
る
・

波
紋
は
次
錐
に
拡
が
っ
た
。
彼
等
の
問
題
は
単
に
犠
牲
新
自
身
の
仙
人
の
問
題
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
等
を
包
擁
す
る
聯
邦

國
の
剛
内
的
問
題
で
あ
る
ご
同
時
に
聯
邦
の
間
際
的
問
題
で
あ
り
史
に
獅
逃
内
に
於
け
る
杵
填
の
勢
力
争
覇
の
問
題
ざ
も
な
っ
た
。
聯
邦

内
の
或
る
國
が
彼
等
を
優
遇
す
れ
ば
他
の
図
の
彼
等
は
直
に
こ
の
鮎
の
不
平
を
鴫
ら
し
た
。
聯
邦
規
約
第
十
三
像
が
約
束
す
る
地
方
議

の３

會
設
立
が
後
の
猫
逸
聯
邦
間
の
重
大
な
問
題
ご
な
っ
た
ご
等
し
く
、
鋪
十
四
條
は
自
由
主
義
者
に
よ
れ
ば
「
瓶
雑
に
し
て
冗
長
」
で
あ
っ

た
に
せ
よ
、
彼
等
が
聯
邦
議
會
に
向
っ
て
自
分
等
に
對
す
る
各
聯
邦
函
の
態
度
を
非
難
す
べ
き
唯
一
の
明
文
で
あ
り
又
椛
利
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
彼
等
の
不
平
は
猫
逸
聯
邦
内
に
於
け
る
普
填
の
争
覇
が
關
與
し
て
来
た
。
ア
、
ヘ
ン
の
國
際
條
約
に
も
彼
等
に
開
し
て
の
規
定
が
あ

っ
た
。
維
納
岐
絡
決
議
に
も
然
り
で
あ
っ
た
。
叉
一
方
各
聯
邦
園
内
に
於
け
る
憲
法
制
定
に
於
け
る
彼
等
の
地
位
及
彼
等
に
對
す
る
虎
理

は
自
由
ご
保
守
、
新
燈
制
要
望
者
さ
現
状
維
持
派
ど
の
論
争
ど
も
な
っ
て
來
仁
。
例
へ
ば
チ
ュ
リ
ン
ゲ
ン
に
於
け
る
彼
等
の
こ
の
種
の
問

鋤

題
等
を
老
へ
る
こ
さ
が
出
来
る
。
統
一
國
家
さ
分
立
國
家
ど
の
論
争
に
も
彼
等
の
問
題
は
重
要
な
部
分
を
占
め
て
ゐ
た
。
各
邦
國
側
は
こ

の
極
の
問
題
を
國
内
的
な
儀
耀
上
の
悩
智
上
の
名
騨
上
の
問
題
さ
し
て
取
扱
は
ん
こ
す
る
に
對
し
て
彼
等
犠
牲
者
ざ
し
て
は
努
め
て
國
際

的
の
問
題
ざ
し
て
取
扱
は
れ
ん
こ
こ
を
欲
し
て
ゐ
た
。
維
納
會
議
に
提
出
さ
・
れ
聯
邦
議
會
に
議
長
提
案
ざ
な
っ
た
こ
の
問
題
は
維
納
に
提
』

少４

出
せ
ら
れ
る
以
前
幾
多
の
愁
訴
が
行
は
れ
請
願
が
試
み
ら
れ
た
。
最
も
早
く
爲
政
者
の
側
直
し
て
こ
の
問
題
を
取
上
げ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
に

り

●
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す
ら
図
内
的
に
も
種
糞
の
難
關
に
蓬
治
し
に
。
シ
タ
イ
ン
の
計
謡
フ
ム
ボ
ル
ト
の
企
剛
、
こ
上
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
け
る
農
奴
解
放
ざ

は
又
別
繩
の
性
鷺
を
持
つ
て
ゐ
に
。
一
時
殆
ざ
全
く
ラ
イ
ン
に
於
け
る
領
有
を
失
っ
た
プ
戸
イ
セ
ン
は
再
び
ラ
イ
ン
に
そ
の
足
場
を
得
る

や
彼
等
を
優
遇
す
る
こ
こ
に
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
猫
特
の
ラ
イ
ン
政
策
を
完
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
年
の
關
税
同
盟
の
成
功

に
は
こ
の
問
題
が
開
典
す
る
部
分
も
多
大
で
あ
っ
た
・
し
か
し
一
面
か
ら
云
へ
ぱ
プ
ロ
イ
セ
ン
の
所
謂
る
寛
裕
政
策
に
就
い
て
は
一
考
の

餘
地
の
あ
る
こ
ざ
は
既
に
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ル
・
ボ
ン
の
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
「
征
服
に
生
れ
て
征
服
に
依
っ
て
の
み
膨
脹
し
た
」
プ
ロ４

ｑ
一

ワ
』

イ
セ
ン
を
ル
・
ボ
ン
は
「
哲
學
者
や
著
述
家
逹
が
普
國
を
以
て
如
何
に
も
寛
大
な
帝
國
の
や
う
に
蒻
倣
し
た
の
は
雀
し
い
謬
見
で
あ
る
」

Ｅ
云
っ
て
ゐ
る
．
歴
史
的
陰
鶏
を
持
つ
塊
を
中
心
ご
す
る
か
蛮
力
的
現
蛮
を
以
て
群
を
中
心
こ
し
て
猫
逸
の
統
一
を
進
め
て
行
く
か
の
問

題
も
彼
等
に
關
係
す
る
。
そ
し
て
ホ
ッ
ダ
ム
に
勢
く
う
ル
ー
ト
の
雷
は
い
つ
し
か
パ
プ
ス
プ
ル
ク
の
双
頭
の
鷲
を
し
て
中
原
を
窺
附
す
る

を
阯
止
し
て
ゐ
た
。
衆
望
が
杵
に
聚
つ
だ
。
薪
の
恩
悪
が
勝
利
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
’

集
Ｍ
Ｅ
し
て
の
彼
等
の
動
き
の
中
に
は
仙
人
こ
し
て
の
彼
等
の
動
態
が
注
目
さ
れ
る
。
維
納
會
議
ご
そ
の
以
後
の
澗
逸
聯
邦
に
對
し
て

活
躍
し
た
メ
ッ
テ
ル
’
一
上
公
ｌ
附
川
侯
ご
な
っ
た
の
は
一
八
二
四
年
ヴ
ュ
ル
ー
プ
ン
↑
ヘ
ル
グ
所
在
の
オ
ク
ゼ
ン
ハ
ゥ
ゼ
ン
公
領
を
買
收

⑬

し
た
こ
こ
に
よ
る
ｌ
も
彼
等
の
一
人
で
あ
っ
た
．
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
議
會
一
Ｌ
大
き
く
動
い
て
ゐ
に
シ
ヴ
ァ
ル
ッ
ェ
ン
ゞ
ヘ
ル
ク
公

も
彼
等
の
一
人
で
あ
り
、
第
二
帝
國
に
於
て
ビ
ス
マ
ル
ク
ご
對
立
し
に
ホ
ー
ヘ
ン
ロ
ー
ェ
公
も
彼
等
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
如
何
｝
卜

多
く
の
文
藝
愛
好
の
一
部
の
彼
等
が
脊
梁
家
達
を
保
護
し
媛
助
し
た
か
は
エ
ス
テ
ル
ハ
ッ
ッ
イ
公
ご
〈
イ
ド
ン
、
シ
ュ
ベ
ル
ト
更
に
メ
ッ
テ

ル
ニ
ヒ
公
ご
今
ヘ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
史
に
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
公
は
そ
の
庭
内
で
エ
ロ
イ
カ
の
初
淡
を
行
は
し
め
た
他
に
リ
ヒ
ノ
ウ
ス
キ
ー
ご
ベ
ー
ト

ー
ヴ
エ
ン
さ
の
關
係
な
ざ
周
知
で
あ
る
。
華
か
な
政
淌
的
色
彩
の
反
面
に
は
彼
等
の
零
落
せ
る
憐
れ
む
べ
き
影
も
あ
っ
た
。
投
機
に
失
敗

ラ
イ
ン
小
国
制
度
と
そ
の
迩
命
一
二
九

I
、

ロ



台

～

、

し
父
組
の
名
騨
榮
光
を
棄
て
、
鮫
山
開
發
に
繊
逝
開
設
に
識
力
し
て
反
っ
て
一
家
離
散
し
担
者
も
あ
つ
嬉
又
海
外
に
異
境
を
兄
出
し
て

４

米
大
陸
の
荒
野
を
探
検
し
た
人
糞
も
あ
っ
た
。
。
ソ
ル
ム
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
カ
ー
ル
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
等
そ
れ
で
あ

る
。
叉
文
學
者
こ
し
て
活
躍
し
た
プ
ラ
ー
テ
ン
も
又
彼
等
の
一
人
で
あ
っ
た
。
上
、
介
し
て
く
る
市
民
階
級
ざ
の
經
濟
的
殊
に
企
業
上
の
抗

５ｑ

零
も
亦
彼
等
を
し
て
血
み
ざ
ろ
の
困
苦
を
秤
め
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
Ｅ
は
經
濟
史
上
群
し
い
〃
」
と
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
エ
ミ
グ
レ
逹
が
聯
め
に
悲
境
は
味
は
な
か
っ
た
ご
い
ふ
も
の
Ｌ
彼
等
の
迩
命
は
エ
ミ
グ
レ
逹
の
そ
れ
ざ
も
減
似
し
て
ゐ
増

即
ち
エ
ミ
グ
レ
逹
の
宣
仰
が
獅
佛
雨
國
開
係
争
笹
念
辿
せ
し
め
に
Ｅ
同
様
に
彼
等
の
解
放
戦
予
に
寄
與
す
る
ざ
こ
ろ
が
多
い
。
又
エ
ミ
グ
レ

逹
が
プ
ル
ポ
ン
の
復
古
王
朝
に
於
て
淡
收
財
産
の
賠
俄
の
問
題
を
起
し
エ
ミ
グ
レ
立
法
が
行
は
れ
た
に
對
し
て
、
彼
等
は
聯
邦
各
國
内
に

於
て
は
秩
祗
虚
分
の
問
題
が
あ
り
、
聯
邦
議
會
に
於
て
は
彼
等
－
し
開
す
る
決
議
は
航
る
多
い
・
エ
ミ
グ
レ
逹
が
文
學
上
に
思
想
上
に
大
き

な
影
響
を
持
つ
ご
等
し
く
彼
等
も
叉
そ
の
祁
秘
性
ご
中
祉
怖
隙
琶
に
於
て
猫
逃
浪
漫
主
義
ど
の
關
係
が
密
接
で
あ
っ
増
猫
逃
悲
法
史
に

於
け
る
彼
等
の
地
位
は
水
く
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
祇
會
的
地
位
は
黄
族
の
名
稲
を
以
て
各
邦
憲
法
の
明
文
を
以
て
叉
獅
逃
悲
法
に
於

て
、
ワ
イ
マ
ル
憲
法
制
零
ト
到
る
迄
存
綣
し
て
ゐ
増
こ
の
鮎
エ
ミ
グ
レ
逹
の
問
題
が
佛
悲
莱
第
十
三
條
に
記
さ
れ
る
も
其
後
三
十
年
一
Ｌ

至
っ
て
既
に
こ
の
明
文
の
消
滅
せ
る
も
の
ご
瓢
笹
異
に
す
る
。
從
っ
て
彼
等
の
問
題
は
ひ
ざ
り
聯
邦
規
約
第
十
四
條
の
み
な
ら
ず
、
維
納

最
絡
決
議
に
も
パ
ウ
ル
ス
キ
ル
ヘ
に
も
、
四
十
八
年
議
會
に
も
、
ビ
ス
マ
ル
ク
帝
幽
に
も
問
題
こ
し
て
通
さ
れ
て
ゐ
に
。
そ
し
て
か
く
て

こ
の
問
題
を
「
も
は
や
確
固
た
る
港
か
ら
凋
逸
革
命
の
嵐
の
時
代
を
顧
み
る
の
で
は
な
く
渦
逸
ご
い
ふ
船
が
限
り
な
い
困
難
な
危
嶮
に
辿

遇
し
て
ゐ
る
？
覚
る
這
い
鼻
事
情
抵
滕
の
無
益
な
諸
種
の
試
み
ｌ
そ
れ
は
彼
等
塚
：
牒
郷
か
し
い
程
成
功
し
、
希
裟
直
期
待
這

に
從
っ
て
明
か
に
数
百
年
確
保
さ
れ
て
ゐ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
創
迭
の
下
一
Ｌ
立
つ
限
ｂ
、
只
僅
か
に
時
折
公
平
無
私
さ
さ
れ
正
俄
さ
評
さ
れ
る

〆

ラ
イ
ン
小
閏
制
度
と
そ
の
迩
命
一

、

１
１

三

○

～

｜
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〆

↑

1

◆

グ

ー
４

①

に
過
ぎ
な
い
が
ｌ
そ
の
試
み
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
こ
が
川
來
る
」
の
で
あ
っ
増

さ
て
今
〈
－
ニ
ィ
が
經
濟
史
の
観
戦
”
か
ら
猫
逃
の
農
業
状
態
を
兄
て
の
二
一
つ
の
部
分
」
は
単
に
人
文
的
な
大
地
主
制
ご
小
地
主
制
ど
の

二
部
分
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
自
然
の
上
に
も
差
異
が
あ
っ
た
。
一
は
平
原
で
あ
り
一
は
「
森
林
ご
沼
澤
」
で
あ
る
。
平
原
に
は
大
河
が

糠
流
す
る
．
思
ふ
が
ま
上
に
迂
餘
曲
折
し
て
悠
交
こ
し
て
流
れ
る
河
川
が
あ
る
。
紗
荘
た
る
平
原
に
本
髄
的
な
平
和
退
勤
勢
ご
更
に
地
形

上
か
ら
の
外
敵
俊
入
の
經
駿
は
弊
戒
さ
中
央
の
弧
椛
さ
に
對
す
る
服
從
が
あ
っ
た
。
森
林
に
あ
る
も
の
は
銀
難
さ
側
ひ
な
が
ら
木
の
根
を

起
し
枝
を
焼
い
て
荒
蕪
の
地
を
州
拓
し
て
行
っ
た
。
彼
等
の
努
力
は
タ
キ
ト
ウ
ス
も
認
め
る
所
で
あ
る
。
森
に
は
祁
秘
が
あ
り
、
そ
の
識

な
ほ
昭
い
立
木
の
中
に
彼
等
の
居
城
が
あ
っ
た
。
例
へ
ぱ
塊
の
エ
ス
テ
ル
ハ
ッ
ッ
イ
公
の
所
領
は
全
部
で
愛
蘭
に
等
し
く
、
別
型
一
千
一
、

幾
町
歩
の
花
園
、
幾
里
ざ
し
て
綾
く
森
林
、
競
賜
場
、
宏
大
な
公
悶
を
持
つ
て
ゐ
だ
。
又
〈
ノ
オ
フ
ェ
ル
の
宮
廷
は
四
囲
に
美
し
い
公
園

が
辿
ら
さ
れ
、
公
園
一
卜
は
一
の
野
外
劇
場
を
椎
困
が
あ
り
、
外
部
に
は
美
し
い
垣
芭
珍
ら
し
い
杣
物
類
で
隈
取
ら
れ
て
ゐ
増
，
森
林
の
中

／

に
あ
っ
た
ラ
イ
ン
の
小
居
城
へ
断
岸
の
絶
壁
に
舞
え
る
河
畔
の
小
居
城
、
そ
こ
に
は
川
秘
の
罪
に
か
く
れ
て
囚
術
姑
息
が
存
在
し
て
ゐ
た
。

７

塊
の
蛍
族
が
狭
並
で
あ
り
、
傲
世
で
あ
っ
た
こ
こ
は
有
名
で
あ
る
．
そ
れ
に
は
彼
等
が
そ
の
選
ぶ
べ
き
職
業
が
英
幽
の
如
く
自
由
で
な
く
、

叉
家
法
に
よ
り
不
常
結
婚
が
極
度
に
忌
避
さ
れ
て
ゐ
に
か
ら
、
政
淌
家
に
な
る
か
躯
人
に
な
る
以
外
に
途
が
な
か
っ
た
こ
さ
に
も
由
っ
て

ゐ
た
。
し
か
し
人
の
接
鯛
を
媒
介
し
異
雌
族
を
親
し
ま
し
め
移
動
に
慨
れ
し
め
る
河
川
が
存
在
し
て
ゐ
た
。
こ
の
故
に
ラ
イ
ン
地
方
に
住

む
彼
等
は
中
央
の
弧
椛
に
は
問
執
し
な
か
っ
た
。
南
か
ら
維
賜
人
、
東
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
人
、
西
か
ら
佛
附
四
人
が
来
た
時
彼
等
は
こ
れ
に

同
化
し
又
少
く
と
も
厚
意
を
以
て
接
鯛
し
て
ゐ
た
。
ラ
イ
ン
地
方
が
一
國
此
一
四
家
に
完
全
に
消
化
さ
れ
識
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
Ｅ
老
へ
る
の

は
歴
史
家
に
取
っ
て
は
大
き
な
耕
術
で
あ
ら
う
。
歴
史
家
は
寧
ろ
よ
り
容
易
に
彼
等
の
諸
比
族
性
、
諸
國
家
性
の
錨
雑
を
見
る
で
あ
ら
う
。

ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
江
命
三
二
・

、

P



タ I

タ

、

ラ
イ
ン
小
図
制
度
と
そ
の
浬
命
・
二
三

猫
逃
に
比
し
て
國
民
國
家
的
形
態
を
よ
り
早
く
よ
り
完
全
に
整
備
し
た
佛
剛
西
に
於
て
も
北
方
ご
南
方
芭
の
政
治
上
の
思
想
上
の
更
に
根

本
的
な
言
語
的
な
差
異
は
永
い
Ⅲ
存
在
し
て
ゐ
に
．
呪
ん
や
小
國
に
分
裂
し
て
ゐ
た
猫
逸
は
そ
の
弊
は
更
に
逃
し
い
、
自
山
さ
改
革
ど
の
“

思
想
は
此
地
方
の
人
糞
の
側
に
禰
没
し
に
。
祁
秘
の
森
林
に
求
む
く
さ
自
由
を
望
み
、
開
拓
の
努
力
に
改
革
の
夢
を
追
っ
た
彼
等
は
何
時

し
か
猫
逸
に
於
て
は
最
も
冊
化
せ
る
地
方
の
人
左
で
あ
っ
た
。
見
よ
一
八
○
○
年
の
初
頭
よ
り
そ
の
世
紀
の
中
牛
に
至
る
迄
の
細
て
の
猫

逸
青
年
運
動
の
根
源
が
彼
等
に
在
っ
た
こ
さ
を
。
北
方
は
思
索
的
自
由
を
求
め
、
南
方
は
現
蛮
的
改
革
を
求
め
婿
し
か
し
ラ
イ
ン
地
方

の
小
國
制
度
の
結
果
は
佛
蘭
西
的
氣
分
を
持
っ
て
居
り
、
自
由
射
手
の
詠
嗽
に
も
似
て
ゐ
に
。

数
に
到
っ
て
一
八
○
二
年
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
潤
逸
憲
法
論
の
最
後
の
語
「
正
義
よ
現
れ
よ
か
し
、
ゲ
ル
マ
ー
’
一
ア
ょ
減
ぴ
ょ
か
し
」
笥
胃

旨
豊
爵
管
胃
嵐
①
胃
⑦
①
日
国
己
騨
ｃ
が
想
起
せ
ら
れ
る
ご
共
に
此
語
に
先
行
す
る
彼
の
思
想
が
回
想
せ
ら
れ
る
。
小
國
の
迩
命
、
そ
れ
は
政

治
や
外
交
の
外
面
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
内
密
の
事
情
、
經
濟
的
逼
迫
や
血
族
結
婿
Ｉ
そ
れ
は
多
く
對
等
結
嫉
を
壁
守
す
る
こ
こ

か
ら
起
る
ｌ
の
結
果
こ
し
て
宮
廷
内
に
於
け
る
悲
劇
的
な
要
素
、
即
ち
統
治
王
家
に
屡
産
見
ら
れ
る
術
質
崎
形
の
人
糞
が
存
在
し
て
ゐ

た
。
兎
口
や
狼
咽
な
ざ
の
肉
繼
的
偏
異
や
、
奇
嬬
の
言
動
の
精
祁
的
隣
人
が
あ
り
奄
例
せ
ぱ
リ
ッ
・
へ
は
ヴ
イ
テ
ル
ス
等
〈
〈
ざ
並
ん
で
迩
傳

的
傾
向
が
著
し
く
、
又
こ
れ
等
の
黙
か
ら
相
続
に
附
し
て
困
難
な
問
題
が
峻
盈
起
っ
て
ゐ
る
。
人
は
世
界
大
戦
以
前
に
於
け
る
幾
多
の
欧

印

洲
統
治
王
家
の
悲
劇
を
見
る
で
あ
ら
う
。
殊
唱
ハ
ワ
リ
ア
を
中
心
ご
し
て
の
影
納
の
數
盈
を
。
統
治
王
侯
家
に
對
す
る
蒻
然
直
し
た
同
情

は
準
ろ
か
う
し
に
些
細
の
事
蛮
に
擦
っ
て
ゐ
靖
蛮
ご
机
ど
の
乖
離
、
人
間
の
俗
な
る
眼
に
映
ず
る
現
寛
さ
高
さ
心
に
結
蕊
理
想
の
映
像

ざ
は
除
ｂ
に
も
異
っ
て
ゐ
た
。
眼
を
附
け
ば
ゲ
ル
宣
一
ア
の
崇
高
の
像
、
眼
を
閉
づ
れ
ぱ
即
ち
改
む
く
さ
卑
俗
の
現
蛮
。
心
無
き
人
に
も

心
あ
る
人
に
も
共
に
等
し
く
映
る
二
亜
の
像
、
そ
れ
は
げ
に
も
営
時
の
猫
逃
の
資
和
で
あ
っ
た
。
人
は
云
ふ
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
よ
減
ぴ
よ
か

｛

１
１

⑫

４

１

Ｉ
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